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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に翻弄され続けた2020年でしたが、年の瀬まで数か月となりました。
間もなく訪れる冬は、インフルエンザをはじめとする発熱性呼吸器感染症の好発時季でもあります。
今回の『衛生委員会通信』では、来たるべき冬に備えるための感染症対策を考えます。

南半球のインフルエンザ
赤道を挟んだ北半球と南半球で､四季は逆転します。すなわち南半球では現在、冬が終わって春を迎えました。

しかし今シーズンは、例年のような冬季のインフルエンザ流行が認められなかったと世界保健機関（WHO）は報告しています。
この理由について、COVID -19に対する手指衛生や咳エチケットなどの対策が､インフルエンザの流行拡大防止に
功を奏した可能性、人の移動が減りインフルエンザウイルスが伝播しなかった可能性などが考えられます。
一方で、感染を恐れて患者の受診控えが起こったこと、保健医療機関がCOVID-19対応に忙殺され
流行状況を把握するサーベイランスがこれまでと同様のレベルで機能しなかった可能性も指摘されます。

日本におけるインフルエンザの流行状況
日本でも、昨シーズンすなわち2019年末から2020年にかけてのインフルエンザ流行は、近年で最も小規模なものでした。

年明け早々には流行が終息し、累積推計受診者数は728.5万人で、前年度の60％程度でした。
日本においても、COVID-19対策として励行された予防行動が、インフルエンザ流行を小規模に留めた可能性はありますが
年明け早々といえば、COVID-19の脅威が社会的に大きく取り上げられる以前です。
すなわち、国内でCOVID-19対策が広く浸透するより前に、インフルエンザは終息しつつあったということになります。
これに関して、COVID-19の病原体であるSARS-CoV-2の出現が、生態系において、インフルエンザウイルスの流行に
何らかの影響をおよぼしたのではないかという研究者の意見もあります。

今年の冬の感染症対策は？
私たちはこれから、COVID-19と共存してゆかなければならないことが、昨今の流行状況からも明らかです。

インフルエンザなど他の病原体がひとつでも消滅してくれれば、私たちを脅かす敵が減りありがたいですが
楽観視はまったくできません。
したがって、各種感染症が流行する冬季においては、発熱や咳などの症状をきたす患者さんが増えることは
間違いがないと考えられます。

では、どのようなことを心がけるのが大切でしょうか。
感染症に対しては総合的な対策 が必要ですが、誰にでもできる身近なことから始めましょう。
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